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は じ め に 

 

本本市市ににおおけけるる経経理理適適正正化化にに向向けけたた取取組組はは、、平平成成 2222 年年にに発発覚覚ししたた環環境境局局元元職職員員のの消消耗耗品品等等架架空空

発発注注にによよるる詐詐欺欺事事件件にに端端をを発発ししてておおりり、、そそのの後後、、不不適適正正なな経経理理事事務務のの緊緊急急再再発発防防止止策策（（緊緊急急内内

部部調調査査、、新新たたなな物物品品等等のの専専決決調調達達事事務務処処理理のの実実施施等等））のの実実施施状状況況ややそそのの効効果果をを検検証証すするるたためめにに、、

同同年年 1100 月月にに神神戸戸市市経経理理適適正正化化外外部部評評価価検検証証委委員員会会（（以以下下「「委委員員会会」」））をを設設置置ししてていいるる。。  

委委員員会会ににおおいいてて５５回回のの状状況況調調査査とと検検証証をを行行いい、、平平成成 2233 年年５５月月にに再再発発防防止止にに向向けけたた提提言言（（以以下下

「「提提言言」」））をを得得るるにに至至っったた。。そそのの提提言言にに基基づづいいてて、、平平成成 2233 年年度度かからら２２年年度度間間、、全全市市ををああげげてて再再

発発防防止止にに向向けけたた取取組組ををししててききたたととこころろででああるる。。  

経経理理適適正正化化にに向向けけたた取取組組のの平平成成 2244 年年度度末末時時点点のの進進捗捗状状況況ににつついいててはは、、神神戸戸市市経経理理適適正正化化外外部部

評評価価専専門門委委員員（（以以下下「「専専門門委委員員」」））かからら、、「「再再発発防防止止にに向向けけてて速速ややかかにに対対処処すすべべきき改改善善策策ににつついい

ててのの提提案案」」にに係係るる項項目目はは「「提提言言内内容容がが概概ねね実実行行さされれてていいるる」」ととのの評評価価ををいいたただだいいてていいるる。。たただだ、、

併併せせてて意意見見、、提提言言等等ををいいたただだいいてておおりり、、ささららななるる取取組組がが求求めめらられれてていいるるととこころろででああるる。。  

以以上上ののここととをを踏踏ままええ、、平平成成 2255 年年度度ににおおけけるる経経理理適適正正化化にに向向けけたた取取組組方方針針をを、、次次ののととおおりりととすす

るる。。  
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ⅠⅠ．．平平成成 2255 年年度度のの取取組組方方針針（（基基本本的的事事項項））  

今今後後、、不不適適正正なな経経理理処処理理のの根根絶絶をを目目指指すす上上でで、、ここれれままででのの対対症症療療法法的的なな取取組組かからら、、持持続続的的・・

恒恒久久的的なな取取組組へへとと移移行行ささせせてていいくくここととでで、、市市役役所所のの組組織織風風土土のの改改善善ををははかかりり、、職職場場ににおおけけるる自自

律律的的なな内内部部統統制制のの確確立立をを目目指指ししてていいくく必必要要ががああるる。。  

ここののたためめ、、以以下下のの４４点点ににつついいてて、、平平成成 2255 年年度度のの取取組組方方針針ににおおけけるる基基本本的的事事項項ととししてて進進めめてて

いいくくももののととすするる。。  

((11))  市市長長ををトトッッププととししたた組組織織ととししててのの継継続続的的取取組組のの推推進進  

市市長長をを本本部部長長ととすするる経経理理適適正正化化推推進進本本部部会会議議をを、、引引きき続続きき定定期期的的にに開開催催すするるととととももにに、、

局局・・室室・・区区・・各各職職場場のの自自律律的的取取組組をを強強化化しし、、経経理理適適正正化化にに向向けけたた組組織織ととししててのの推推進進をを図図るる。。 

ままたた、、監監査査・・監監察察機機能能をを有有すするる機機関関のの連連携携にによよるる重重層層的的ななチチェェッックク機機能能にによよりり、、経経理理適適正正

化化をを担担保保ししてていいくく。。  

((22))  職職員員のの意意識識改改革革にに向向けけたた取取組組のの継継続続的的実実施施  

職職員員へへのの周周知知とと意意識識改改革革をを徹徹底底すするるたためめ、、平平成成 2244 年年度度のの抽抽出出調調査査結結果果等等をを踏踏ままええてて、、よよ

りり効効果果的的なな研研修修・・啓啓発発のの手手法法をを検検討討すするるととととももにに、、様様々々なな職職種種やや役役職職にに応応じじたた形形ででのの研研修修・・

啓啓発発をを反反復復継継続続ししてて実実施施すするるここととでで、、職職員員のの意意識識改改革革にに向向けけたた取取組組のの実実効効性性をを高高めめてていいくく。。 

((33))  経経理理適適正正化化にに向向けけたた具具体体的的施施策策ののささららななるる工工夫夫・・改改善善  

提提言言にに基基づづくく新新たたなな制制度度ややルルーールル・・基基準準等等ににつついいてて、、そそれれぞぞれれのの運運用用後後のの実実態態をを把把握握しし、、

必必要要にに応応じじてて様様々々なな工工夫夫・・改改善善をを実実施施しし制制度度のの実実効効性性をを高高めめるるととととももにに、、取取組組内内容容のの形形骸骸化化

をを防防止止すするる。。  

((44))  再再発発防防止止策策のの実実施施状状況況、、評評価価結結果果のの公公表表のの継継続続  

引引きき続続きき、、再再発発防防止止策策のの実実施施状状況況ににつついいててはは、、抽抽出出調調査査のの結結果果もも含含めめてて、、適適宜宜公公表表すするる。。

ままたた、、専専門門委委員員のの評評価価結結果果ににつついいててもも半半年年をを目目処処にに公公表表すするるここととでで、、引引きき続続きき市市民民にに対対すするる

説説明明責責任任をを果果たたししてていいくく。。  

  

ああわわせせてて、、報報告告書書ににおおいいてて、、「「再再発発防防止止にに向向けけたた中中長長期期的的なな取取組組ににつついいててのの提提案案」」ととさされれたた

「「内内部部統統制制シシスステテムムのの確確立立全全般般にに関関すするる提提案案」」及及びび「「リリススクク管管理理体体制制・・ココンンププラライイアアンンスス体体制制

のの確確立立にに関関すするる提提案案」」、、「「会会計計事事務務処処理理にに関関すするる提提案案」」ににつついいてて、、提提言言のの趣趣旨旨をを踏踏ままええ、、引引きき続続

きき研研究究・・検検討討をを進進めめてていいくく。。 
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ⅡⅡ．．提提言言項項目目にに対対すするる個個別別取取組組  

(1) 組織としての推進に係る取組 

１１．．市市長長ををトトッッププととししたた全全庁庁ををああげげたた再再発発防防止止策策のの推推進進  

今今後後もも、、不不適適正正なな経経理理処処理理のの再再発発防防止止徹徹底底にに向向けけ、、経経理理適適正正化化のの様様々々なな取取組組をを組組織織ととししてて

強強力力にに推推進進しし、、実実行行ししてていいくくたためめ、、引引きき続続きき、、経経理理適適正正化化推推進進本本部部会会議議並並びびにに経経理理適適正正化化委委

員員会会をを定定期期的的にに開開催催すするる。。  

ままたた、、経経理理適適正正化化にに関関すするる方方針針のの決決定定機機関関ででああるる経経理理適適正正化化推推進進本本部部をを通通じじてて、、経経理理適適正正

化化にに向向けけたた様様々々なな取取組組をを局局室室区区長長かからら周周知知すするるととととももにに、、各各種種研研修修やや啓啓発発媒媒体体等等をを活活用用すするる

ななどどああららゆゆるる機機会会をを通通じじてて全全庁庁のの各各種種・・各各層層のの職職員員にに対対しし、、繰繰りり返返しし周周知知徹徹底底すするる。。  

ささららにに、、平平成成 2244 年年度度にに実実施施ししたた「「経経理理事事務務ののココンンププラライイアアンンスス等等にに係係るる職職員員意意識識調調査査」」

のの結結果果もも参参考考ににししななががらら、、神神戸戸市市職職員員ココンンププラライイアアンンスス共共有有理理念念のの周周知知がが「「押押ししつつけけ」」ととなな

ららなないいよよううにに、、職職員員一一人人ひひととりりがが共共有有理理念念をを認認識識しし実実践践にに結結びびつつけけらられれるるよようう、、引引きき続続きき、、

共共有有理理念念をを研研修修等等のの様様々々なな機機会会をを通通じじてて周周知知徹徹底底すするるととととももにに、、局局・・室室・・区区・・各各職職場場ににおおけけ

るる自自律律的的なな活活動動をを促促進進すするる取取組組をを実実施施すするる。。  

  

２２．．監監査査、、監監察察機機能能をを有有すするる機機関関等等のの連連携携強強化化  

再再発発防防止止策策をを強強力力にに実実行行しし重重層層的的ななチチェェッックク機機能能ををよよりり有有効効にに発発揮揮ででききるるよようう、、引引きき続続きき、、

「「監監査査・・監監察察業業務務等等にに係係るる情情報報連連絡絡会会」」ににつついいてて定定期期的的かかつつ継継続続ししてて開開催催しし、、監監査査、、監監察察機機

能能をを有有すするる機機関関ののよよりり一一層層のの連連携携強強化化にに取取りり組組むむ。。  

ままたた、、平平成成 2244 年年度度にに引引きき続続きき、、「「執執行行機機関関のの内内部部統統制制のの実実施施状状況況」」をを対対象象ととすするる監監査査をを実実

施施すするるほほかか、、経経理理事事務務にに関関わわるる通通報報ががああっったた場場合合はは直直ちちにに必必要要なな情情報報をを共共有有すするるととととももにに、、

そそれれぞぞれれのの役役割割とと連連携携ののももととにに速速ややかかにに対対処処すするる。。  
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(2) 職員の意識改革に係る取組 

１１．．研研修修のの継継続続的的なな実実施施  

今今後後もも、、適適正正なな事事務務処処理理にに関関すするる正正確確なな知知識識習習得得ははももちちろろんんののこことと、、職職員員一一人人ひひととりりがが

日日々々のの業業務務ににおおけけるる言言動動やや意意思思決決定定ににおおいいてて、、自自発発的的ににココンンププラライイアアンンススのの視視点点をを常常にに意意識識

すするる習習慣慣をを持持ちち組組織織風風土土のの改改善善ににつつななげげてていいけけるるよようう、、継継続続ししてて各各種種・・各各層層のの職職員員にに対対しし、、

様様々々なな研研修修をを実実施施すするる。。  

ままたた、、研研修修のの効効果果をを持持続続的的にに高高めめてていいくくたためめ、、抽抽出出調調査査のの結結果果ななどど具具体体的的事事例例のの活活用用やや参参

加加型型研研修修のの導導入入、、ココンンププラライイアアンンスス意意識識のの自自己己チチェェッッククのの実実施施、、受受講講者者アアンンケケーートトのの実実施施なな

どど、、研研修修内内容容ががママンンネネリリ化化ししなないいよよううなな工工夫夫、、改改善善にに努努めめるる。。  

２２．．職職員員のの賠賠償償責責任任のの明明確確化化とと懲懲戒戒処処分分のの厳厳格格化化及及びびそそのの周周知知啓啓発発  

今今後後もも、、2244 年年度度にに施施行行さされれたた違違法法なな予予算算執執行行行行為為等等にに係係るる職職員員のの賠賠償償責責任任をを盛盛りり込込んんだだ

「「神神戸戸市市会会計計規規則則」」のの趣趣旨旨及及びびそそのの内内容容をを正正確確にに関関係係職職員員にに周周知知すするるととととももにに、、公公金金をを扱扱うう

責責任任のの重重ささのの自自覚覚、、公公金金意意識識のの徹徹底底をを図図るる。。  

ままたた、、違違法法なな経経理理処処理理をを含含むむ不不適適切切なな事事務務処処理理のの項項目目をを加加ええたた「「懲懲戒戒処処分分のの指指針針」」をを周周知知

徹徹底底しし、、不不祥祥事事根根絶絶ののたためめ、、ささららななるるココンンププラライイアアンンスス意意識識のの向向上上をを図図るる。。  
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(3) 効果的な再発防止策の策定～新たな事務処理を支える仕組みづくり～に係る取組 

【ⅰ 事務処理の理解に係る取組】  

１１．．新新たたなな事事務務処処理理にに伴伴ううママニニュュアアルル等等のの改改定定とと周周知知啓啓発発  

事事務務処処理理のの見見直直しし等等ががああれればば、、適適宜宜、、「「財財務務会会計計事事務務のの手手引引きき」」やや「「物物品品等等のの新新たたなな専専決決

調調達達事事務務処処理理にに関関すするるママニニュュアアルル」」等等のの内内容容をを改改定定しし、、研研修修等等にによよりり職職員員にに周周知知すするる。。  

ままたた、、ママニニュュアアルルににおおけけるる重重要要なな点点ににつついいてて、、ココンンププラライイアアンンススシシーートト等等のの媒媒体体をを活活用用すす

るるななどど、、職職員員がが理理解解ししややすすいい形形ででのの啓啓発発をを適適宜宜実実施施すするる。。  

事事業業者者へへのの周周知知啓啓発発でではは、、今今後後もも、、市市ホホーームムペペーージジででのの情情報報発発信信やや、、適適宜宜ダダイイレレククトトメメーー

ルルをを送送付付すするるななどど、、引引きき続続きき情情報報提提供供をを行行うう。。  

ままたた、、事事業業者者のの意意見見のの聴聴取取方方法法等等をを検検討討すするるととととももにに、、得得らられれたた意意見見をを踏踏ままええてて制制度度のの点点

検検をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて整整理理やや見見直直ししをを検検討討すするる。。   

   

【ⅱ 具体的な事務処理に係る取組】  

１１．．新新たたなな専専決決調調達達事事務務処処理理にに係係るる基基準準・・ルルーールルのの明明確確化化  

今今後後もも、、ママニニュュアアルル等等のの整整理理、、庁庁内内イインントトララネネッットトででのの情情報報提提供供やや研研修修等等をを行行いい、、契契約約制制

度度のの周周知知徹徹底底やや各各種種・・各各層層のの職職員員のの意意識識啓啓発発にに努努めめるる。。  

ままたた、、契契約約制制度度ににつついいててはは、、意意見見をを踏踏ままええてて制制度度のの点点検検をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて整整理理やや見見直直

ししをを検検討討すするる。。  

２２．．備備品品台台帳帳等等のの記記載載内内容容やや備備品品以以外外のの物物品品にに関関すするる管管理理ルルーールルのの明明確確化化  

財財務務会会計計シシスステテムムにによよるる備備品品管管理理のの適適正正なな運運用用をを図図るるたためめ、、今今後後もも、、研研修修資資料料のの改改善善・・充充

実実ななどどをを行行ううととととももにに、、備備品品管管理理ママニニュュアアルルをを整整備備ししてていいくく。。  

ああわわせせてて、、備備品品管管理理のの状状況況ににつついいてて、、部部長長級級職職員員がが定定期期的的ににチチェェッッククすするる仕仕組組みみをを検検討討すす

るる。。  
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【ⅲ 予算執行に係る取組】  

１１．．予予算算のの適適正正執執行行をを反反映映ししたた予予算算編編成成シシスステテムムのの構構築築  

備備品品購購入入費費ななどどのの所所要要経経費費ににつついいてて適適正正なな予予算算計計上上をを行行ううよようう、、引引きき続続きき周周知知徹徹底底にに努努めめ

るるととととももにに、、平平成成 2244 年年度度決決算算ににおおけけるる流流用用状状況況のの分分析析・・検検証証しし、、必必要要にに応応じじてて今今後後のの予予算算

編編成成にに適適宜宜反反映映ささせせるる。。  

ままたた、、計計画画的的なな予予算算執執行行とと適適正正なな経経理理処処理理をを徹徹底底すするるたためめ、、各各所所属属ににおおけけるる予予算算執執行行状状況況

のの把把握握ににつついいてて、、引引きき続続きき周周知知にに努努めめるる。。  

ささららにに、、「「予予算算リリササイイククルル制制度度」」のの積積極極的的なな活活用用にに向向けけてて、、経経費費のの節節減減にに取取りり組組んんだだ所所管管

課課にに対対ししててメメリリッットトがが還還元元さされれるるとといいうう委委員員会会提提言言のの趣趣旨旨もも含含めめ、、機機会会ああるるごごととにに全全庁庁にに対対

すするる周周知知にに努努めめるる。。   

   

【ⅳ モニタリングに係る取組】  

１１．．モモニニタタリリンンググ可可能能なな帳帳票票類類へへのの改改善善  

今今後後もも、、必必要要にに応応じじてて帳帳票票類類のの改改善善、、充充実実をを図図りりななががらら、、モモニニタタリリンンググ可可能能なな帳帳票票類類のの整整

備備にに努努めめるる。。  

ままたた、、発発注注管管理理簿簿がが作作成成さされれなないい項項目目（（定定例例支支出出、、例例外外的的処処理理ななどど））もも含含めめてて、、よよりり効効率率

的的・・効効果果的的なな発発注注管管理理方方法法ににつついいてて検検討討すするる。。  

２２．．所所管管課課にによよるる専専決決調調達達にに対対すするる牽牽制制機機能能のの強強化化  

計計画画的的なな予予算算執執行行とと適適正正なな経経理理処処理理をを徹徹底底すするるたためめ、、各各所所属属ににおおけけるる予予算算執執行行状状況況のの把把握握

ににつついいてて、、引引きき続続きき周周知知にに努努めめるる。。  

ままたた、、出出納納機機関関にによよるる牽牽制制機機能能がが十十分分にに発発揮揮ででききるるよよううなな審審査査ののあありり方方をを検検討討すするる。。  

３３．．抽抽出出調調査査のの実実施施とと結結果果のの公公表表及及びび事事業業者者へへのの協協力力要要請請  

「「契契約約にに係係るる事事務務調調査査指指針針」」にに基基づづくく抜抜きき打打ちちにによよるる抽抽出出調調査査をを定定期期的的にに実実施施すするるとととともも

にに、、抽抽出出調調査査のの結結果果をを元元にに原原因因ややととるるべべきき方方策策をを研研修修教教材材ととししてて活活用用すするるななどど、、再再発発防防止止にに

向向けけたた周周知知徹徹底底をを図図るる。。  

ままたた、、事事業業者者へへのの協協力力依依頼頼ににつついいててはは、、取取引引実実績績をを精精査査しし、、通通知知先先ををささららにに増増ややすすとととともも

にに、、事事業業者者のの協協力力義義務務をを明明確確ににすするるたためめにに契契約約約約款款をを改改定定すするる。。  
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【ⅴ 組織に係る取組】  

１１．．一一括括調調達達シシスステテムムのの導導入入  

共共通通物物品品一一括括調調達達制制度度のの利利用用実実態態をを踏踏ままええ、、共共通通物物品品のの品品目目等等のの拡拡大大ななどど、、制制度度のの運運用用改改

善善をを図図るる。。ななおお、、共共通通物物品品一一括括調調達達制制度度のの事事務務ににつついいててはは、、現現在在出出納納機機関関ででああるる会会計計室室がが所所

管管ししてていいるるたためめ、、執執行行機機関関のの部部局局にに移移管管すするるよようう検検討討すするる。。  

ままたた、、イインンタターーネネッットトにによよるる購購買買シシスステテムムもも含含めめたた全全庁庁的的なな物物品品購購入入のの仕仕組組みみづづくくりりににつつ

いいてて、、不不適適正正なな経経理理処処理理のの再再発発防防止止のの趣趣旨旨をを踏踏ままええたた上上でで、、費費用用対対効効果果、、効効率率性性、、人人員員体体制制、、

契契約約方方法法ななどどににつついいてて、、引引きき続続きき総総合合的的にに検検討討すするる。。  

２２．．契契約約事事務務総総括括部部署署のの設設置置とと相相談談体体制制のの確確立立  

今今後後もも、、契契約約監監理理課課のの新新設設にに伴伴うう効効果果ややそそのの実実績績をを検検証証すするるととととももにに、、ママニニュュアアルル等等のの整整

理理、、庁庁内内イインントトララネネッットトででのの情情報報提提供供やや研研修修等等をを行行いい、、契契約約制制度度のの周周知知徹徹底底やや職職員員のの意意識識啓啓

発発にに努努めめるる。。  

ままたた、、契契約約制制度度ににつついいてて、、事事業業者者等等のの意意見見をを踏踏ままええてて制制度度のの点点検検をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて整整

理理やや見見直直ししをを検検討討すするる。。  

  

  

 
 

(4) 市民への説明責任に係る取組 

１１．．再再発発防防止止策策のの実実施施状状況況等等のの公公表表  

今今後後もも、、提提言言をを踏踏ままええ、、積積極極的的にに市市民民へへのの説説明明責責任任をを果果たたすすべべくく、、再再発発防防止止策策のの実実施施状状況況

をを含含むむ経経理理適適正正化化のの取取組組をを適適宜宜公公表表ししてていいくく。。  

２２．．第第三三者者にによよるるモモニニタタリリンンググのの実実施施  

取取組組状状況況ににつついいてて、、半半年年程程度度をを目目処処にに外外部部評評価価専専門門委委員員にによよるる評評価価をを受受けけ、、公公表表ししてていいくく。。 

  

  

 


